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Ⅰ．は じ め に

近年の保育所入所において，保育所利用者数は０～
２歳の乳児保育対象児が増加し，とりわけ０歳児の入
所が著しく1），アレルギー疾患や慢性疾患2），発達障
がい等の医療的配慮が必要な子どもが増加している。
さらに，小児在宅医療の推進により，医療的ケアを要
する子どもの受け入れも増している3）。そのため，子
どもや保護者の個別性を重視した保育保健活動が求め
られる。保育所では入所している個々の子どもの健康
状態に即した健康の保持増進や危機管理，臨機応変な
対応が必要であるとともに，医療および保健，社会福
祉等の専門分野の専門性を活かした保育保健活動が必

要である。そして，保育保健ニーズの多様化に応じて，
子どもの健康および安全を基盤とした保育所看護職者
の専門性を活かした役割行動が求められる4）。

しかし，全国調査の結果では保育所の看護職配置は
29.7％であり，保育所看護職者の充足率は低い5）。ま
た，保育士定員内の配置やパート職や巡回による勤務
であり，専従で継続した遂行ではない。保育所利用率
の上昇や延長保育や休日保育担当の特別保育を含め保
育ニーズが高まる中，保育所看護職者がより専門職と
して質の高い保健活動が必要不可欠と考える。

そこで本研究では，１）保育所看護職者は専門職と
しての保育保健活動をどのように捉えているのか，２）
保育所看護職者は専門職として期待される保育保健活
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動をどのように捉えているのか，また，３）保育士や
子どもの保護者から専門職として期待される保育保健
活動をどのように捉えているのか，４）保育所看護職
者は専門職としての役割行動をどのように捉えている
のか，を明らかにすることを目的とした。

Ⅱ．用語の定義

保育所看護職者：公立保育所，私立保育所，認定こ
ども園に勤務する看護職者（保健師資格を有する場合
も含む）とする。

保育保健活動：本研究では，﹁保育所における保健
活動16項目﹂（社会福祉法人�日本保育協会）を基本と
し，子どもの心身の健康と安全を重んじた保健活動全
般とする（但し，保育園児の保育活動は含まない）。

役割行動：保育所看護職者が専門職として，また保
育士や保護者から期待される保育保健活動に対する行
動とする。

役割期待：専門職として，また保育士や子どもの保
護者から期待される保育保健活動とする。

役割葛藤：保育所看護職者が専門職としての役割期
待を果たすために行動する際，役割行動上困難に感じ
ることとする。

Ⅲ．研 究 方 法

１．研究フィールド

A 県内の中核市で，企業数に従い人口密度が上位
の２都市の公立認可保育所とした。

２．研究参加者

A 県内の公立認可保育所勤務の経験年数が２年以
上の保育所看護職者７人を研究対象とした。

３．研究方法

A 県内の公立認可保育所を管轄する市役所担当者
宛てに研究目的・意義，研究方法などの説明を文書で
示して研究依頼を行い，研究の承諾後研究参加者の紹
介を得た。なお，研究参加者全員に個別に連絡を取る
機会を得た。その後，本研究の目的や方法等口頭で説
明し，自由意思によって研究参加に同意を得られた者
を研究参加者とした。

４．データ収集期間

平成27年10～11月。

５．データ収集方法

半構造的面接法を用いたインタビューによる質的記
述的研究を実施した。インタビューは目的の１）～４）
に沿って実施した。

６．分析方法

結果は，得られた語りより逐語録を作成し，フィー
ルドノ－トとともに逐語録を精読し，意味ある文脈を
コード化した。内容の共通性や差異性に着目して個別
分析の後，統合分析によりサブカテゴリー，カテゴリー
の分析過程を経てコアカテゴリーを抽出した。データ
の解釈や分析過程の信頼性と妥当性の確保について
は，小児看護学領域の経験豊富なスーパーバイズを受
け，データの分析過程における主観的捉え方や解釈を
排除し，より客観性を高めることに努めた。

７．倫理的配慮

日本赤十字豊田看護大学研究倫理委員会の承認（承
認番号2703号）を得て実施した。A 県内中核市であ
る２都市の市役所保育課の保育所長に対して，研究の
目的，方法，倫理的配慮について十分に説明し承諾を
得た。なお，研究に協力しないことによって，不利益
な対応を受けることはないことを伝えた。研究参加者
の希望に合わせて日時を決め，場所はプライバシーが
確保できる個室とした。また，インタビューによって
得た情報は，本研究の目的以外には使用せず，匿名性
を保持してプライバシーを保護すること，研究の成果
は学会発表など公表することがあるが，個人を特定さ
れることのないように配慮することを保証した。

Ⅳ．結　　　果

１．研究参加者の概要

研究参加者７人の概要は表１に示す。研究参加者７
人は，A 県内公立認可保育所で保育保健活動に従事
している看護職者で，７人中３人が保育園に専従し，
４人が他の保育所を定期的に巡回する兼務である。ま
た，全ての研究参加者はパート雇用形態で，勤務時間
は１日５～7.5時間，１週間に３～５日の勤務であっ
た。全員女性で保育所勤務経験は４～36年で，平均年
数は11.7年であり，小児看護経験者は１人であった。
７人の個人分析を元に統合分析を行った。結果は

表２～５で示す。なお，カテゴリーの符号は，コアカ
テゴリーを【　】，カテゴリーを≪　≫，サブカテゴリー
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を＜　＞，コードを〔　〕で表す。

２．保育所看護職者が捉える専門職としての保育保健活

動の現状

保育所看護職者は専門職としての保育保健活動をど
のように捉えているかについて，コアカテゴリー４，
カテゴリー 12，サブカテゴリー 20を抽出した（表２）。

保育所看護職者は，≪保育所看護職者の役割が十分
に果たせているかわからない≫や＜嘱託医との連携や
職員の健康管理はできていない＞ことから，【保育保
健活動における不明瞭な保育所看護職者の役割】に加
えて，＜虐待の疑いのある子どもに保育所看護職者
としてアプローチしたいが介入できていない＞こと
や〔子どもの発達相談には園長と児童相談所が関わり
保育所看護職者は関与していない〕ことから【虐待お
よび発達障がい児への関わりの不十分さ】と捉えてい
た。また，＜保育所看護職者の勤務時間により保育士，
保護者への対応に影響する＞ことや〔巡回する保育所
では日常的な子どもの一貫した健康状態を把握しづら
い〕状況から，継続した健康管理をすることに支障が
あり，保育士や保護者への対応が勤務時間内に果たせ
ず【勤務体制における対応や相談および助言の困難】
と捉え，使用制限があるために薬が使えない等，〔病
気やけがの対応に規制がありもどかしい〕と実感して
いた。一方で，≪保育所看護職者の保育保健活動が受

容され誇らしい≫，≪保育所看護職者が継続して勤務
できるよう役割を位置づけし引き継ぎたい≫等から，
保育保健活動に対する【役割行動への意欲】を持ち，
専門職としての活動に前向きな姿が明らかとなった。

３．保育所看護職者が捉える専門職として期待される保

育保健活動

保育所看護職者は専門職として期待される保育保健
活動をどのように捉えているかについて，コアカテゴ
リー３，カテゴリー５，サブカテゴリー 12を抽出し
た（表３）。

専門職として期待される保育保健活動は，＜子ども
の安全管理をする＞，＜感染症予防および感染拡大予
防のために定期的に対策を指導する＞等を【安全管理】
と捉えていた。【子どもと職員の健康管理】では，〔慢
性疾患をもつ子どもには適切な対応をする〕ことなど
＜看護専門職として病状や状況により判断し対応をす
る＞必要があると捉えていた。

そして，保育士に対して，〔てんかん発作時の対応
をわかりやすく説明する〕こと，〔喘息の症状のある
子どもに呼吸の観察や呼吸の仕方を指導する〕など急
病時や受傷時に〔保育士に正しい処置方法を指導する〕
ことや〔保育士の相談に応じる〕こと，保護者の相
談に対して＜保護者の意思を尊重した実践的な指導を
する＞ことや＜必要時保護者に対し個別に指導する＞

表１　研究参加者の属性

勤務形態 職歴（経験年数） 保育所看護実践
のきっかけ

医療的ケアを要する
児の受け入れの有無

保育所での医療的ケア
および処置 インタビュー所要時間

Ａ
複数の保育所兼務

パート職
病棟１年・医院１年

保育所看護９年 園長紹介 なし 55分

Ｂ
一つの保育所専従

パート職

病棟10年
保健センター３年
保育所看護４年

広報 なし
エピペン預かり

アレルギー薬預かり
内服（臨時）与薬

48分

Ｃ
複数の保育所兼務

パート職�

病棟４年・外来4.5年
養護学校９年

保育所看護７年
広報 あり 導尿・吸引・経管栄養

内服（臨時） 55分

Ｄ
複数の保育所兼務

パート職�

病棟（小児看護）８年
訪問看護（高齢者）７年

保育所看護７年
ホームページ なし 内服（臨時）

食物アレルギー対応 １時間８分

Ｅ
一つの保育所専従

パート職�
病棟３年・外来４年

保育所看護36年 広報 あり 経管栄養
鼻腔口腔吸引 57分

Ｆ
複数の保育所兼務

パート職�

病棟８年・外来１年
訪問看護１年

保育所看護12年
紹介 なし 56分

Ｇ
一つの保育所専従

パート職�

病棟５年・外来５年
医院２年・訪問看護７年

保育所看護７年
広報 あり

急性腎炎・アレルギー性紫
斑病・食物アレルギー・ぜ
ん息・てんかん・熱性けい
れん・内服（定期・臨時）

１時間５分
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表２　保育所看護職者が捉える専門職としての保育保健活動の現状
コアカテゴリー カテゴリー サブカテゴリー コード

保育保健活動におけ
る不明瞭な保育所看
護職者の役割　

保育所看護職者は保育所保育指
針を知らない

保育所看護職者は保育所保育指針を
知らない 保育所看護職者は保育所保育指針を知らない

保育所看護職者は保育所保育指
針の詳細を知らない

保育所看護職者は保育所保育指針の
詳細を知らない

保育所看護職者は保育所保育指針の詳細を知ら
ない

保育保健活動における保育所看
護職者の役割が不明確である

保育保健活動における具体的な保育
所看護職者の役割が不明確である

保育保健活動における保育所看護職者の役割が
不明確である
保育所保育指針における保育所看護職者の役割
がわかりにくいため具体的な保健活動の指針が
ほしい
採用時期により保育所看護職者の保健活動の内
容がわかりづらい

保育所看護職者の役割が十分に
果たせているかわからない

保育所保育指針における保育所看護
職者の専門職としての保健活動がで
きているかわからない

保育所保育指針における保育所看護職者の専門
職としての保健活動ができているかわからない
保育所看護職者の役割が十分果たせているかわ
からない

嘱託医との連携や職員の健康管理は
できていない

保育所看護職者は積極的には嘱託医との連携は
とっていない
職員の健康管理はしていない

保育計画および保育保健活動は
統一せず保育所により異なる

保育所看護職者が保健計画や保健だ
よりを作るかどうかは保育所により
異なり統一していない

保育課作成の保健計画を元に保健活動のみを実
践する
期間の兼ね合いで個別に保健計画を立てる
保育所看護職者が保健計画や保健だよりを作る
かどうかは保育所により異なる
保健計画は保育課で統一しているが具体的な保
健活動は保育所ごとに違う

虐待および発達障が
い児への関わりの不
十分さ

虐待および発達障がい児の関わ
りは十分できていない

虐待の疑いのある子どもに保育所看
護職者としてアプローチしたいが介
入できていない

虐待の疑いのある子どもの早期発見により対応
につながる
保育所看護職者から虐待にアプローチしたいが
介入できない

発達障がい児への関わりができてい
ない

子どもの発達相談には園長と児童相談所が関わ
り保育所看護職者は関与していない
発達障がい児への関わりができていない

勤務体制における対
応や相談および助言
の困難　　　　　

保健活動の基準があり対応に規
制があるためもどかしい

保健活動の基準があり対応に規制が
あるためもどかしい

保健活動は保育所看護職者不在の保育所に基準
を合わせる
病気やけがの対応に規制がありもどかしい

保育所看護職者の勤務時間によ
り適切な対応が難しい

保育所看護職者の勤務時間により保
育士，保護者への対応に影響する

保育所看護職者の勤務時間により保護者に会え
ない
毎日の母親との関わりによって信頼関係が成立
しやりがいにつながる
保育所看護職者不在中のアクシデントには保育
士が対応している

保育所看護職者不在により子どもの
体調不良時に対応できない

保育所看護職者不在により子どもの体調不良時
に対応できない

巡回する保育所では健康状態を把握
しづらい

毎日勤務ではない場合健康状態や成長発達の変
化を把握できない
巡回する保育所では日常的な子どもの一貫した
健康状態が把握しづらい

保育所看護職者一人の職場のた
め相談できず，保育士に助言し
づらい

保育所看護職者一人の職場のため相
談できず判断に困る

保育所看護職者一人の職場のため相談できず判
断に困る

保育士の援助方法が気になっても助
言しづらい 保育士の援助方法が気になっても助言しづらい

マンパワー不足は保育保健活動
の充実に影響する

医療的ケアができる保育所看護職者
が不足しているために統合保育がで
きない

医療的ケアの必要な子どもの保育所通所は保育
所看護職者の存在で可能と考える
医療的ケアにおいて保育所看護職者が不足して
いる

長期間勤務の職員は少ないが継続し
た勤務が望ましい

長期間勤務の職員は少ないが継続した勤務が望
ましい

役割行動への意欲

保育所看護職者の保育保健活動
が受容され誇らしい

保育所看護職者による保健活動が受
容され誇らしい

保健活動における意見が受け入れやすくなって
いる
保育士から相談されると誇らしい

保育所看護職者が継続して勤務
できるよう役割を位置づけし引
き継ぎたい

保育所看護職者の職場での位置づけ
と担当および役割が確立していない

保育所看護職者の職場での位置づけと担当およ
び役割が確立していない

保育所看護職者が継続して勤務でき
るよう役割を位置づけし引き継ぎた
い

後継の保育所看護職者には役割を位置づけし引
き継ぎたい

保育保健活動における医療的ケアの
充実は保育所看護職者の就業意欲に
つながる

保育保健活動における医療的ケアの充実は保育
所看護職者の就業意欲につながる
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こと等，【保育士と保護者への専門性を活かした対応】
をすることが専門職としての保育保健活動と捉えてい
た。

４．保育所看護職者が捉える保育士や保護者から期待さ

れる保育保健活動

保育士や子どもの保護者から専門職として期待され
る保育保健活動をどのように捉えているかについて，
コアカテゴリー３，カテゴリー５，サブカテゴリー８
を抽出した（表４）。

保育所看護職者は慢性疾患をもつ子どもへの対応で
は，〔子どもの受傷時，病気時の対応では頼られ感謝
される〕と感じ，〔説得力のある説明により保育所看
護職者が保護者へ連絡する〕ことから≪医療的専門知
識をもつ保育所看護職者が期待されている≫と捉え，

〔母親不在時に保育所看護職者中心に医療的ケアを行
う〕ことで≪保育所看護職者の存在で医療的ケアの必
要な子どもの保育が可能になる≫ことから，【医療を
要する子どもへの対応時に頼りにされる存在】である
と認識していた。また，子どもへの対応は，〔子ども

表３　保育所看護職者が捉える専門職として期待される保育保健活動
コアカテゴリー カテゴリー サブカテゴリー コード

安全管理
感染症予防対策をする

感染症予防および感染拡大予防
のために定期的に対策を指導す
る

感染拡大を予防するための対応を徹底する
感染症サーベイランスを活用し感染症情報に早急な
対応の努力をする
嘔吐や下痢便の処理方法を指導する
保育士に感染予防の指導をする

子どもや保育所の安全管
理をする

子どもの安全管理をする 子どもの安全管理をする
保育所の安全管理をする 保育所の安全管理をする

子どもと職員の
健康管理

子どもや職員の健康管理
をする

子どもの健康管理をする 子どもの健康状態の把握をする

子どもの発育の管理をする
子どもの発育状態を管理する
肢体不自由児の発育を見る
子どもの身体測定と発育評価をする

病気，けがの対応をする
子どもの病気，けがの対応をする
てんかんをもつ子どもへの適切な対応をする
喘息の症状のある子どもへの対応をする

職員の健康管理をする
職員の健康管理をする
職員の精神的サポートをする

看護専門職として病状や状況に
より判断し対応をする

看護専門職として適切な判断をする
子どもの受傷時には病院に同行する
慢性疾患をもつ子どもには適切な対応をする

保育士と保護者
への専門性を活
かした対応

保育士に保健学的助言を
する 保育士に保健学的助言をする

保育士に正しい処置方法を指導する
保育士に指導をする
保育士に病気時の対応の指導をする
不慮の事故の際の保育士への対応をする
てんかん発作時の対応をわかりやすく説明する
喘息の症状のある子どもに呼吸の観察や呼吸の仕方
を指導する
保育士の相談に応じる

保護者に必要時専門的な
指導をする

保護者からの相談に対して指導
する

保護者の相談に応じる
保護者への対応をする
保護者に服薬やけがの処置について指導をする
保護者に病気時の対応の指導をする

保護者の意思を尊重した実践的
な指導をする

母親の考えや実践方法を尊重し自尊心を傷つけない
指導が重要である
保健指導に関して保護者の関心度の低さを実感する

必要時保護者に対し個別に指導
する

予防接種未接種の場合必要時個別に指導する
予防接種未接種の場合個別に促し効果がある
母親に３歳児健診の受診を促す
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が喜び，興味を持てるように工夫した保健指導を行う〕
ことで≪子どもが喜ぶ保健指導をする≫こと，≪子ど
もとの信頼関係を築く≫ために〔子どもとのコミュニ
ケーションは大切である〕とし，子どもに【信頼され
かつ子ども目線による保健指導】が期待されていると
捉えていた。そして，障がいをもつ子どもや，〔発達
に遅れのある子どもの受診をためらう母親の思いを大
切に対応する〕ことや〔母親の考えや実践方法を尊重
し自尊心を傷つけない指導が重要である〕ことから
＜母親の思いを大切にして関わる＞こと，＜母親の不
安に共感し安心できるサポートをする＞ことで，【母
親が安心できる関わり】をすることが保護者から期待

される保育保健活動と捉えていた。

５．保育所看護職者が捉える専門職としての役割行動

保育所看護職者は専門職としての役割行動をどのよ
うに捉えているかについて，コアカテゴリー４，カテ
ゴリー８，サブカテゴリー 22を抽出した（表５）。

保育所看護職者は期待を果たすため，例えば，〔心
臓疾患手術後の子どもに個別のマニュアルを作成す
る〕ことで≪個人の特性に応じた指導に活用する≫
ことや，〔保育士に危機管理の必要性を指導する〕こ
とで＜保育士がより実践的に活動できるように指導す
る＞ことから，≪保育士が主体的に動けるように働き

表４　保育所看護職者が捉える保育士や保護者から期待される保育保健活動
コアカテゴリー カテゴリー サブカテゴリー コード

医療を要する子ど
もへの対応時に頼
りにされる存在

医療的専門知識をもつ保育所
看護職者は期待されている

保育所での保育所看護職者の存在は
頼りにされ期待されている

子どもの受傷時，保育所看護職者の対応が
安心感を与える
子どもの受傷時，病気時の対応では頼られ
感謝される
保育所での保育所看護職者の存在に期待さ
れている

保育所看護職者の専門性を活かした
説明をする

説得力のある説明により保育所看護職者が
保護者へ連絡する
保育士は保育所看護職者の説得力ある説明
を望んでいる

保育所看護職者の存在で医療
的ケアの必要な子どもの保育
が可能になる

医療的ケアの必要な子どもの保育は
保育所看護職者がいれば可能である

医療的ケアの必要な子どもの保育所通所は
保育所看護職者の存在で可能と考える
母親不在時に保育所看護職者中心に医療的
ケアを行う

信頼されかつ子ど
も目線による保健
指導

子どもが喜ぶ保健指導をする

子どもが喜ぶよう工夫して保健指導
をする

外遊びができない時の子どもへの保健指導
をする
子どもが喜び，興味を持てるように工夫し
た保健指導を行う

子どもへの衛生指導をする
子どもに歯科指導をする
子どもに手洗い指導をする

子どもとの信頼関係を築く 子どもと関わるために信頼関係を築
く

子どもとのコミュニケーションは大切であ
る
子どもと保育所看護職者の信頼関係がよけ
れば適切な対応ができる
子どもには保育所看護職者であることを認
識してもらう

母親が安心できる
関わり

母親の思いを大切にし安心で
きる関わりをする

母親の思いを大切にして関わる

発達に遅れのある子どもの受診をためらう
母親の思いを大切に対応する
母親だけの時間を持たせたい
母親の考えや実践方法を尊重し自尊心を傷
つけない指導が重要である

母親の不安に共感し安心できるサ
ポートをする

母親は徐々に先の見えない将来への不安を
抱く
保護者は子どもの将来の見通しと共感でき
る仲間によって安心できる
母親が安心できるような関わりをする
急な子どもの発病に不安な保育士を励ます
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表５　保育所看護職者が捉える専門職としての役割行動
コアカテゴリー カテゴリー サブカテゴリー コード

保育士を中心
とした専門職
との専門的知
識や技術の相
互作用を活か
した実践

個人の特性に応じた
指導に活用する

必要時随時個別の保健マニュアルを
作成する

必要時随時個別の保健マニュアルを作成する
誤食しないように工夫する

疾患をもつ子どものマニュアルは個
別に作成する

アレルギーや熱性けいれんのある子どもに個別のマニュアルを作
成する
心臓疾患手術後の子どもに個別のマニュアルを作成する

保育士が主体的に動
けるように働きかけ
る

保育士が主体でマニュアルを作成し
てもらう

マニュアル作成において保育士の相談に応じる
保健マニュアルは保育士に作成してもらう

保育士がより実践的に活動できるよ
うに指導する

保育士が保護者に行う保育保健活動を指導する。
保育士に危機管理の必要性を指導する
心臓疾患手術後の子どもが入所する前に個別のマニュアルを作成
する
心臓疾患手術後の子どもの入所前に基礎救命講習を保育所内で行
う

職員間で共有する

職員間で共有するためにデモンスト
レーションをする 職員間で共有するためにデモンストレーションをする

アレルギー疾患の対応には「保育所
におけるアレルギー対応ガイドライ
ン」を活用する

アレルギー疾患の対応には「保育所におけるアレルギー対応ガイ
ドライン」を活用する

保育保健活動の充実のために支援方
法を工夫�している

保育士に対して積極的にデモンストレーションに参加してもらう
保育保健活動における衛生面の充実のために支援方法を工夫する
アレルギーのある子どもへの対応のため研修を受け，職員への指
導を行っている

子どもと保護者への
対応について他職種
と連携する

個別対応のために専門職と調整する

心臓疾患手術後の子どもの入所前に保護者，園長，担任と共に主
治医から説明を受け個別用のマニュアルを作成する
除去食の確認をするため園長とともに主治医と対応の確認をする
肢体不自由児は地域との交流を促す

保護者への対応のため専門職と調整
する

保護者には保育士と情報交換し対応する
保護者への対応のために嘱託医，臨床心理士と調整する

園長に確認・許可を得る 責任者の園長に処置や対応の確認・許可を得る
専門機関を紹介する 専門機関の紹介をする

保育所看護職者，保
育士の専門的知識や
技術の相互作用を活
かす

保育所看護職者，保育士の専門的知
識や技術の相互作用を活かす

保育所看護職者と保育士の専門性が必要である
子どもは保育所看護職者と保育士双方でみる

保育所看護職者，保育士の専門的知識や技術の相互作用を活かす

保育所看護職
者同士による
保育保健活動
の充実

保育所看護職者同士
で検討会を活用し保
健活動を充実させて
いる

保育所看護職者間の交流により信頼
関係を構築する

保育所看護職者間の交流により保育所看護職者の定着につながっ
ている
チームワークを良好にし仕事を継続するためには保育所看護職者
間の信頼関係を構築する
定期的に保育所看護職者の会に参加する

保育所看護職者同士で情報交換をす
る

保育所看護職者は検討会を活用し保健活動を充実させている
市内の保育所看護職者の会で情報交換をする
検討会で情報の報告や情報交換をする
保育所看護職者間で作成したマニュアルについて意見交換をする
保健情報を敏感にキャッチして保健活動に活かす
発達障がい児について保育士と情報交換する

保育所看護職者同士で基準を作成す
る

保育所看護職者の会で安全管理に関する基準を作成する
全保育所で統一したアレルギー対策はマニュアルを作成し活用す
る
保育所看護職者の会で統一した対応をする

専門的知識の
修得および自
己研鑽

専門的知識の習得の
ために自己研鑽を重
ねる

病気や発達の理解または指導のため
に自己学習をする

勤務しながら病気や発達を勉強する
適切な指導をするために参考書を常時活用する
保育所に保育所看護職者不在期間があり保健活動の伝達が困難な
ため自己学習が必要である

学習や研修の参加による自己研鑽を
重ねる

学習や研修の参加による自己研鑽を重ねている
保育保健活動に関しては自己学習を重ねる
自己研鑽を重ねている

定期的に講習会や研修を受講する

保育所看護職者および保育に携わる職種は講習会や研修を受講し
ている
保育所看護職者として着任後研修を受ける
緊急時対応の指導のために定期的に救命救急講座を受講している

保育士の保育
業務専念のた
めの支援

保育士が保育に専念
できるような支援的
役割がある

保育士が不安なく保育に専念できる
ための支援的役割がある

急な子どもの発病に不安な保育士を励ます
保育士に不安なく保育に専念してもらうための支援的役割がある

保育士のサブ的な役割である 保育所や療養施設では保育士のサブ的な役割の担任である

保育業務をサポートする
保育業務をサポートする
保育所看護職者の勤務により多忙な保育業務を手伝えないことが
心苦しい

看護業務がなければ雑事を行う 看護業務がなければ雑事を行う

Presented by Medical*Online



　660�� 小 児 保 健 研 究　

かける≫ようにしていた。さらに＜保育保健活動の充
実のために支援方法を工夫している＞等，【保育士を
中心とした専門職との専門的知識や技術の相互作用を
活かした実践】が行われていた。＜個別対応のために
専門職と調整する＞ことや＜保護者への対応のため専
門職と調整する＞こと，＜専門機関を紹介する＞こと
で他職種と連携をとっていた。そして，保育所看護職
者は，＜保育所看護職者間の交流により信頼関係を構
築する＞ことや＜保育所看護職者同士で情報交換をす
る＞こと，＜保育所看護職者同士で基準を作成する＞
ことによって，【保育所看護職者同士による保育保健
活動の充実】が図られていた。さらに，保育士や保護
者に専門的な対応を実践するために＜学習や研修の参
加による自己研鑽を重ねる＞こと，保育士への緊急時
の対応の指導や危機管理の指導を行うために＜定期的
に講習会や研修を受講する＞ことなど【専門的知識の
修得および自己研鑽】に努めていた。

６．保育所看護職者が捉える保育保健活動の現状および

期待される役割と役割行動

本研究結果より，図に保育所看護職者が捉える保育
保健活動の現状および期待される役割と役割行動を示
す。保育所看護職者は専門職としての保育保健活動の
現状は【保育保健活動における不明瞭な保育所看護職
者の役割】と捉え，【虐待および発達障がい児への関
わりの不十分さ】を実感し，【勤務体制における対応
や相談および助言の困難】を抱きながらも【役割行動
への意欲】をもっていた。期待されていると捉える保
育保健活動では，専門職としての期待は【安全管理】，

【子どもと職員の健康管理】，【保育士と保護者への専
門性を活かした対応】と捉えていた。保育士や保護者
からの期待では，保育士からは【医療を要する子ども
への対応時に頼りにされる存在】，子どもからは【信
頼されかつ子ども目線による保健指導】，保護者から
は【母親が安心できる関わり】，と捉えていた。その

保育所看護職者が捉える専門職としての役割行動

【安全管理】

【子どもと職員の健康管理】

【　　　　　】コアカテゴリー 関連性を示す

【保育士を中心とした専門職
との専門的知識や技術の
相互作用を活かした実践】

【虐待および発達障がい児への
関わりの不十分さ】

保育所看護職者が期待されていると捉える保育保健活動

専門職としての期待

【保育士の保育業務専念のための支援】

【保育保健活動における不明
瞭な保育所看護職者の役割】

【保育士と保護者への専門性
を活かした対応】

【保育所看護職者同士による
保育保健活動の充実】

〔保育士〕【医療を要する子どもへの対応時に頼りにされる存在】

保育士や保護者からの期待

【勤務体制における対応や
相談および助言の困難】

【役割行動への意欲】

保育所看護職者が捉える専門職としての保育保健活動の現状

〔子ども〕

〔保護者〕

【信頼されかつ子ども目線による保健指導】

【母親が安心できる関わり】

【専門的知識の修得および自己研鑽】

図　保育所看護職者が捉える役割期待と役割行動からみた保育保健活動の現状
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期待に対する専門性を活かした役割行動の現状は【保
育士を中心とした専門職との専門的知識や技術の相互
作用を活かした実践】，【保育所看護職者同士による保
育保健活動の充実】，【専門的知識の修得および自己研
鑽】，【保育士の保育業務専念のための支援】であるこ
とが明らかとなった。

Ⅴ．考　　　察

１．保育所看護職者の捉える役割期待に対する役割行動

の現状

本研究結果より，保育所看護職者が捉える専門職と
して期待される役割や保育士，保護者から期待される
役割に対し医療の専門職として知識や技術を活かした
実践や，特に保育士の保育業務専念のための支援こそ
保育所看護職者の役割と捉え，専門的知識の修得およ
び自己研鑽などによる自助努力により役割行動を果た
してきたと考える。先行研究では保育所看護職者が保
育士の保育業務をサポートするという役割認識の報告
はなかった。本研究による保育所看護職者の語りの中
で初めて明らかとなった。このことから，保育の場で
は保育士が中心となって子どもの保育に関わることが
できる環境づくりのために，保育所看護職者は子ども
の保育を支援する立場であると認識していると考えら
れた。

一方で，＜嘱託医との連携や職員の健康管理ができ
ていない＞ことや〔子どもの発達相談には園長と児童
相談所が関わり保育所看護職者は関与していない〕こ
と，さらに，＜虐待の疑いのある子どもに保育所看護
職者としてアプローチしたいが介入できていない＞こ
とについては，巡回する勤務形態や勤務時間によって
＜保育所看護職者が介入する機会がない＞ことから保
育所看護職者が関与していないことが明らかとなっ
た。また，嘱託医とは内科健診の際に関わる程度であ
り，他部門や多職種との調整や連携が図られていない
現状が明らかとなった。梶らは，保育所と園医との連
携の課題は保護者と園（園長）や園医および組織（地
域医師会）であり，円滑な嘱託医（園医）との連携の
ためには園長が日常的に園の情報を園医に発信してい
くことが重要であると述べており6），保育所において
は健康と安全に関する最高責任者は園長であるため，
園長と園医との連携は必要不可欠であると考える。本
研究結果では，保育所看護職者には医療を要する子ど
もへの対応として期待されていることがわかった。そ

こで，保育所看護職者は，保育所における嘱託医の活
動7）の理解を深めるとともに，園長が嘱託医と連携す
るために，医療を要する子どもにおける主治医の治療
方針や疾患の留意点および必要な専門機関の情報提供
を園長に行う必要があると考える。また，保育所看護
職者は，子どもや保護者，園長や保育士に対して病気
やけがの対応や健康維持増進のための保健指導などを
行わなければならないと考える。

２．保育所看護職者が捉える保育保健活動における役割

葛藤

保育所看護職者による保育保健活動における役割行
動上困難に感じること，すなわち，役割葛藤について，
本研究結果では，〔採用時期により保育所看護職者の
保健活動の内容がわかりづらい〕ことや〔保育所看護
職者の役割が十分果たせているかわからない〕ことか
ら，保育所看護職者は保育保健活動における役割が不
明瞭と捉えていることがわかった。さらに，〔保健計
画は保育課で統一しているが具体的な保健活動は保育
所ごとに違う〕ために〔保育所保育指針における保育
所看護職者の役割がわかりにくいため具体的な保健活
動の指針がほしい〕との要望も示された。採用時期が
中途採用であったり，入職時のオリエンテーションの
方法や内容が保育所により異なること，臨時雇用が多
いことや入職時に具体的な役割提示がされていないこ
とがわかった。上別府らは，保育保健の役割が多様化
し，保育所長や保育士から看護職に求められる役割は
広がっているものの，看護職者は保育保健に専門性を
見出せないでいると述べ，看護職の業務が明確になっ
ていないことを理由としていた3）。これらの結果より，
保育所看護職者の具体的な役割の明確化について検討
する必要があると考える。

一方，研究参加者の勤務形態は７人中１人が専従で，
その他６人が兼務であり，全員パート雇用であり，兼
務では複数の保育所を担当しながら巡回をするシステ
ムであるため，〔巡回する保育所では日常的な子ども
の一貫した健康状態が把握しづらい〕ことや〔突然の
アクシデントに保育所看護職者が不在で対応できてい
ない〕こと，保健活動の範囲がわからないことや〔保
育所看護職者の勤務時間により保育士，保護者への対
応に影響する〕ことから，継続した健康管理をするこ
とに支障があり，保育士や保護者への対応が勤務時間
内に果たせず勤務体制によっては専門的な対応や相談
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および助言が困難と捉えていた。子どもの健康管理や
体調不良時の対応，事故対応，疾患をもつ子どもへの
対応や障がい児対応等は継続した健康管理や突然の病
気やけがの対応，保護者へのタイムリーな対応に影響
することが明らかとなり，阿久澤らの，勤務時間やク
ラス配置によって保護者との直接的な関わりがもてな
い8）との結果と同様であった。そして，医療に関わる
保育保健活動について，使用制限があるために薬が使
えない等，〔病気やけがの対応に規制がありもどかし
い〕と実感していた。平成17年厚生労働省医政局（医
政発第0726005号）の，﹁医師法第17条，歯科医師法第
17条，保健師助産師看護師法第31条の解釈について﹂
によると，保育所における薬の使用は，医師や歯科医
師の指示に基づく薬に限られることや保育所内での管
理の徹底等があり，看護職員の保健指導・助言を遵守
することが前提である。保育所看護職者が保育所に常
勤として配置されることによって，子どもの病状の経
過観察に基づき，必要な治療や処置がタイムリーに実
施することが可能になると考える。保育所には慢性疾
患をもつ子どもの増加から，継続した治療や処置が求
められることが予測され，内服や点眼，湿布の貼付等，
病気やけがに対する専門的な治療や処置を含めた健康
管理について検討する必要があると考える。

以上のように，専門的役割が不明瞭で役割が果たせ
ているかわからないことや与薬にも制限があることに
よるもどかしさ，勤務体制により対応や相談および助
言への困難があると捉えていることから，７人の研究
参加者の保育保健活動への捉え方や役割行動はさまざ
まであり役割葛藤の状況が示唆された。

３．保育所看護職者の専門職としての役割行動と課題

本研究結果より，保育所看護職者は役割葛藤があり
ながらも役割行動への意欲をもち，表５に示すように
自助努力により役割行動が実践されていた。

保育所看護職者は期待される専門職としての役割を
認識したうえで，保育保健活動を担うことが重要であ
る。本研究では，アレルギー疾患やてんかん，先天性
心疾患等の疾患をもつ子どもへの保育所看護職者とし
ての役割行動として，例えば先天性心疾患やアレル
ギー，熱性けいれんのある子どもに対して主治医や保
護者と連携をとり，保育上留意すべきことをまとめて
個別のマニュアルを作成していた。そして，保育士自
身が適切な対応がとれるように，保育所看護職者は園

長，保育士，保護者との連絡・調整において生活上の
留意点等の情報を共有し，処置や対応などの具体的な
行動がとられていた。保育所における医療専門職とし
て，看護職者は継続して一貫した健康管理や健康支援，
保護者支援が重要であり，そのためには保育所看護職
者が専従して役割を果たせるような勤務形態や職場環
境の調整，保育所関連機関との協働が望まれる。

一方，平成30年４月より施行の﹁保育所保育指針解
説書，第３章�健康及び安全﹂では，慢性疾患を有す
る子どもの保育に関して，かかりつけ医および保護者
と連絡を密にし，予測し得る病状の変化や必要とされ
る保育の制限等全職員が共通理解する必要がある14）と
示されている。本研究結果から，一部の保育所看護職
者は指針に示されているような役割行動がとられてい
たが，ほとんどの保育所看護職者からは嘱託医とは健
康診断の際に関わるのみであり，調理師や栄養士，保
健所，児童相談所および地域の子育て支援センターと
の連携については語られず，嘱託医を含む他職種との
連携が十分図れていなかった。藤本によれば，保育所
の嘱託医の具体的活動として，健康診断，保健安全計
画の作成，保育士や保護者への相談・指導，感染症対
策，環境・衛生管理の助言，基礎疾患や障がいをもつ
子どもへの対応7）としているが，保育所看護職者との
連携については触れていない。例えば，保育中の急な
発病，思わぬ事故やけがなど不測の事態に遭遇した場
合，保育所における安全な子どもの預かりや子どもの
命を守るためのサポートができる体制等について，保
育所看護職者は嘱託医と協働して整備しておく必要が
あると考える。

以上まとめると，保育所看護職者は専門的役割が不
明瞭な中，非常勤雇用でいくつかの保育所を巡回し兼
務しながらも専門的スキルを自己研鑽し，子どもの安
全と保護者支援のための役割行動をとっていることが
わかった。保育所の入所状況では慢性疾患をもつ子ど
もや医療的ケアを要する子どもが増加し9～13），これら
の子どもの急な体調の悪化や健康な子どもの急な病気
や受傷時において，嘱託医との連携を強化し保育所内
の全職員が対応できる体制が必要であると考える。そ
のためには，保育所看護職者は保育所内の医療専門職
として，保育所内の全職員が対応できるための支援と
して指導的な役割が求められるであろう。

本研究では，A 県内２都市の行政における保育所
看護職者の役割行動の現状を調査したのみであり，結
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果には限界がある。また，先行研究においてもインタ
ビュー調査や量的研究が行われてきたが，地域差や職
場の環境，労働条件，人的環境等により相違があるた
め3,5,8），今後は保育所の組織や連携体制における保育
所看護職者の専門的役割の在り方を明らかにするため
に，保育所看護職者におけるフィールド活動に関する
観察調査の実施およびモデル事業等を行う必要がある
のではないかと考える。

Ⅵ．結　　　論

１．保育所看護職者は専門職としての保育保健活動を
【保育保健活動における不明瞭な保育所看護職者の
役割】と捉え，【虐待および発達障がい児への関わ
りの不十分さ】を実感し，【勤務体制における対応
や相談および助言の困難】を抱きながらも【役割行
動への意欲】がうかがえた。
２．保育所看護職者は専門職として期待される保育保

健活動を【安全管理】，【子どもと職員の健康管理】，
【保育士と保護者への専門性を活かした対応】と捉
え，保育士からは【医療を要する子どもへの対応時
に頼りにされる存在】，子どもからは【信頼されか
つ子ども目線による保健指導】，保護者からは【母
親が安心できる関わり】を期待されていると捉えて
いた。
３．役割期待に対する専門性を活かした役割行動の現

状は，【保育士を中心とした専門職との専門的知識
や技術の相互作用を活かした実践】，【保育所看護職
者同士による保育保健活動の充実】，【専門的知識の
修得および自己研鑽】，【保育士の保育業務専念のた
めの支援】であることが明らかとなった。
４．保育所看護職者は保育保健活動における役割行動

に対して意欲がみられる一方で，保育所看護職者に
おける保育保健活動の具体的内容と範囲がわかりづ
らいこと，病気やけがの対応についての規制による
もどかしさや勤務形態や勤務時間による対応への影
響など役割葛藤が明らかとなった。
５．保育所看護職者の専門性を活かした保育保健活動

における今後の課題は，１）保育所看護職者の専門
的役割の検討，２）保育士と保育所看護職者の保育
保健活動の共有，３）保育所看護職者の勤務形態の
検討，４）嘱託医を含む保育所関連機関との連携で
あると考える。
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Regarding�professional� nursery�nurses，this� study�

describes�1）professional�child�welfare�practices，2）ex-

pectations�of�professional�child�welfare�practices，3）the�

expectations�of�professional�child�welfare�practices�held�

by�nursery�school� teachers�and�parents/guardians，and�

4）professional�behavior�with� the�purpose�of�clarifying�

the�perception�of�each�by�making�use�of�semi︲structured�

interviews�of� 7�nursery�nurses�practicing� in�nursery�

schools，licensed� in� a� certain�prefecture，to�effect� a�

qualitatively�descriptive�study．

The�result�was�that，in�considering�professional�child�

healthcare�practices，these�nursery�nurses�perceived�

［unclear�role�assignment�regarding�child�healthcare�prac-

tices］，found�［a�lack�of�care�regarding�abuse�and�devel-

opmentally�disabled�children］，experienced�［difficulty�in�

gaining�a�response�as�well�as�advice�or�counsel�regarding�

labor�and�working�hours］，and�had�an�［eagerness�for�a�

clear�division�of�labor］．

It�was�determined� that�prospective�child�healthcare�

practices�must� consider�［safety�management］，［the�

health�management�of� the�children�and� staff］，［a�re-

sponse�which�makes�use� of� the� expertise� of� nursery�

school� teachers� and� parents/guardians］，according�

to�nursery� school�nurses�［a�dependence�on� the�avail-

ability�of�medical�care� for�children� in�need］，regarding�

children�［health�guidance�trustworthy� from�the�child’s�

standpoint］，and�according� to�parents/guardians�［con-

cerns� that�address� the�mothers’peace�of�mind］．So，

regarding�the�present�state�of�professional�nursery�nurse�

duties︲making�use�of� the�expected� level� of� expertise︲

this�research�clarifies�［the�implementation︲with�nursery�

nurses�playing�a�special�part︲of�the�interaction�between�

professional，specialized�knowledge�or�skills］，［a�mutu-

ally︲derived�enhancement�of�nursery�nurse�practices�by�

colleagues�within�the�child�healthcare�profession］，［ac-

quisition�of�or�devotion�to�specialized�knowledge］，and�

［support�which�allows� for�nursery�nurses� to�give� their�

undivided�attention�to�their�childcare�duties］．

〔Key�words〕

role�assignment，expectations，regarding�the�duties，

nursery�nurses
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